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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 13日 (2006.11.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ イ ク ロ 波 の 偏 波 制 御 に 関 す る も の で あ り 、 送 信 偏 波 角 と 受 信 偏 波 角 を 独 立
し て 制 御 で き る よ う に 、 ア ン テ ナ 給 電 回 路 を 工 夫 し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ア ン テ ナ 給 電 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 を 図 ３ に 示 す が 、 送 信 電 波 を 任 意 の 偏 波 角 に て 送
信 す る た め に 必 要 な 分 配 合 成 回 路 と 、 偏 波 角 が 時 間 的 に 変 化 す る 受 信 偏 波 の 垂 直 偏 波 成 分
と 水 平 偏 波 成 分 を 一 つ の 端 子 に て 合 成 し 、 そ の 合 成 波 の 振 幅 を 時 間 的 に 一 定 と す る た め に
必 要 な 分 配 合 成 回 路 と の 両 者 を 有 す る も の で あ り 、 送 信 電 波 と 受 信 電 波 の 偏 波 角 の 同 時 変
化 に 対 応 す る た め に は 、 回 路 は ２ 系 統 が 必 要 と な る 。 ま た 、 送 信 電 波 と 受 信 電 波 の 分 岐 点
に 送 信 フ ィ ル タ 、 受 信 フ ィ ル タ が 必 要 で あ る た め 、 回 路 は 複 雑 化 、 大 型 化 す る と い う 問 題
点 が あ っ た 。
　 図 ４ は 従 来 の 分 配 合 成 回 路 の 作 用 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 振 幅 Ｅ な る 送 信 電 波 を
ハ イ ブ リ ッ ド （ １ Ｋ ） の 端 子 Ａ Ｐ １ に 入 力 し た と き 、 ハ イ ブ リ ッ ド （ １ Ｋ ） の 端 子 Ｂ Ｐ １
と ハ イ ブ リ ッ ド （ ２ Ｋ ） の 端 子 Ｅ Ｐ ３ と の 間 に 可 変 移 相 器 Ｓ を 挿 入 す る も の で あ っ て 、 ハ
イ ブ リ ッ ド （ ２ Ｋ ） の 端 子 Ｆ Ｐ ３ の 分 配 出 力 Ｅ Ｔ Ｖ と 、 Ｆ Ｑ ３ の 分 配 出 力 Ｅ Ｔ Ｈ と の 比 は
可 変 移 相 器 Ｓ の 移 相 の 正 接 に 比 例 す る 。 ま た 、 送 信 偏 波 の ベ ク ト ル 絶 対 値 √ （ （ Ｅ Ｔ Ｖ ）
２ ＋ （ Ｅ Ｔ Ｈ ） ２ ） は 一 定 値 Ｅ を 維 持 す る 。 す な わ ち 、 図 ４ の 分 配 合 成 回 路 の 端 子 Ｆ Ｐ ３
を ア ン テ ナ の 垂 直 偏 波 端 子 に 接 続 し 、 端 子 Ｆ Ｑ ３ を ア ン テ ナ の 水 平 偏 波 端 子 に 接 続 す れ ば
偏 波 角 が 可 変 移 相 器 Ｓ の 移 相 量 に 比 例 し て 変 化 す る 送 信 偏 波 を 発 生 す る こ と が で き る 。
　 図 ５ は 従 来 の 分 配 合 成 回 路 に 関 す る 作 用 の 説 明 図 で あ る 。 振 幅 Ｅ Ｒ Ｖ な る 受 信 波 成 分 １
を ハ イ ブ リ ッ ド （ ２ Ｋ ） の 端 子 Ｆ Ｐ ３ に 入 力 し 、 振 幅 Ｅ Ｒ Ｈ な る 受 信 波 成 分 ２ を ハ イ ブ リ
ッ ド の 端 子 Ｆ Ｑ ３ に 入 力 す る 場 合 に お い て 、 受 信 波 成 分 １ と 受 信 波 成 分 ２ の 位 相 が 変 化 し
て も 、 端 子 Ａ Ｑ １ に 出 力 す る 受 信 合 成 波 の 振 幅 が 一 定 と な る よ う に 可 変 移 相 器 Ｓ の 移 相 量
を 調 整 す る も の で あ る 。 但 し 、 受 信 波 成 分 １ と 受 信 波 成 分 ２ と の 関 係 は √ （ （ Ｅ Ｒ Ｖ ） ２

＋ （ Ｅ Ｒ Ｈ ） ２ ） は 一 定 と な る 条 件 を 満 た す も の と す る 。



　 従 来 の 分 配 合 成 回 路 で は 、 送 信 用 に 移 相 量 を 調 整 す る と 受 信 用 に 対 す る 移 相 量 が 不 適 切
な 値 と な っ て し ま う た め 、 送 信 用 と 分 離 し て 受 信 用 の 回 路 を 設 け 、 ２ 系 統 と し て い た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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